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1. 前提情報
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本書で使用する用語及び略称を以下の通り定義します。

No. 用語 説明

1 Entra ID Microsoftのクラウド型ID管理サービス。認証・認可の基盤

2 MFA(多要素認証) パスワード以外の認証要素(例：スマホ認証、指紋認証)を組み合わせて本人確認を強化

3 準拠デバイス(Compliant 
Device) Intuneなどで管理され、セキュリティ基準を満たした端末

4 SSO(シングルサインオン) 一度のログインで複数のサービスにアクセスできる仕組み

5 IPアドレス ネットワーク上の機器を識別する番号。社内・社外アクセスの判定に利用

6 グループ ユーザーをまとめて管理する単位。ポリシーの対象や除外設定に利用

7 リスク判定(Risk Assessment) サインイン時の異常検知やAIによる安全性評価

8 Intune Microsoftのデバイス管理サービス。準拠デバイスの判定に利用

9 Defender for Cloud Apps Microsoftのクラウドアプリ保護サービス。セッション制御などに利用

10 セッション制御 アプリ利用中の操作（ダウンロード、コピー等）を制限する機能

11 クラウドサービス インターネット経由で利用できるサービス（例：Teams、SharePoint、Outlookなど）

1.1. 用語集



Cloud Support Center 6

No. 用語 説明

12 デバイス パソコン、スマートフォン、タブレットなど、サービスにアクセスする機器

13 パスワード漏洩 意図したユーザー以外の誰かがそのパスワードにアクセスできる状態

14 Fire Wall インターネットと内部ネットワークの間に設置され、あらかじめ設定されたルールに基づいて不正な通信
を遮断するセキュリティシステム

15 VPN(Virtual Private Network) インターネット上に仮想的な専用線を構築し、安全に通信を行うための技術

16 BYOD（個人端末） 従業員が個人で所有するスマートフォン、タブレット、PCなどの端末を業務に利用する

17 オンプレ(On-Premises) 企業が自社の施設内にサーバーやソフトウェアなどのITインフラをすべて設置し、自社で運用・管理する
形態

18 リスクベースの条件付きアクセス サインインやユーザーのリスクレベルを動的に分析し、そのリスクの度合いに応じてアクセスを制御する
セキュリティ機能

19 ターゲットリソース Microsoft EntraIDにおける「条件付きアクセス」ポリシーの対象となる、アプリケーション、サービス、
ユーザーアクション、または認証コンテキスト

20 信頼済みIPアドレス 特定のIPアドレス範囲を、不正アクセスではないとあらかじめ登録しておくことで、セキュリティを強化
する仕組み

1.1. 用語集
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No. 用語 説明

21 Microsoft Entra Join デバイスをMicrosoft Entra IDに直接参加させることで、オンプレミスのActive Directory（AD）に依存
せず、クラウドベースのIDとアクセス管理を行う方法

22 NFCデバイス 対応するデバイスを数センチの距離でかざすだけで、非接触で通信ができる技術

23 Windows Hello
顔、指紋、またはPINを使用してWindowsデバイスにサインインできる生体認証機能
従来のパスワードよりも安全で便利なサインイン方法を提供し、デバイスやアプリへのアクセスをスムー
ズにします。顔認証や指紋認証には、対応したカメラやリーダーが必要

24 Microsoft Entra ハイブリッド参加 オンプレミスのActive Directory (AD) とクラウドのMicrosoft Entra IDの両方にデバイスを参加させる
機能

25 ブレークグラスアカウント 普段は使用せず、緊急時のみに使う特権を持つアカウント

26 GDAPロール Microsoftパートナーが顧客のMicrosoft Entraテナントに付与できる、詳細に制御された代理管理者権限

1.1. 用語集
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2. Entra ID 条件付きアクセスとは
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2.1. なぜ今、セキュリティ対策が必要なのか

近年、テレワークやモバイルワークの普及により、社外から業務システムへアクセスする機会が急増しています。
これにより、従来の「社内は安全」と考える境界防衛型セキュリティモデルでは、企業の情報資産を十分に保護できなくなってきています。
同時に、サイバー攻撃の手口は巧妙化しており、従業員のログイン情報を狙った不正アクセスや情報漏洩のリスクが高まっています。企業が業務を安全
に運営し、信頼を維持していくためには、「すべてのアクセスを検証し、状況に応じて制御する」ゼロトラストという新しいセキュリティモデルへの転
換が必要不可欠です。
そこで、その中核を担うソリューションが、Entra ID の機能の一つである条件付きアクセスです。

境界防衛型セキュリティ
モデル

ネットワークの「内側は安全、外側は危険」という前提
で、境界（ファイアウォールやVPN）で防御する仕組み
です。
社内ネットワークに入った通信やユーザーは基本的に信
頼されます。

「誰も信頼しない」を前提に、すべてのアクセスを検証
する仕組みです。
ユーザーやデバイスを認証・認可し、アクセスごとに検
証します。最小権限アクセスを徹底し、ネットワークの
内外を問わず常にセキュリティチェックを行います。

ゼロトラストモデル
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リソースへのアクセスユーザー アクセス条件

特定のユーザー、グループ

接続 IP アドレス

デバイス

対象サービス

リアルタイム監視

多要素認証を要求

組織の管理下にあるデバイスが必須

承認済みクライアント アプリが必須

アプリの保護ポリシーが必須

パスワードの変更が必須

アクセス条件に合致したら、以下を要求する

許可

拒否
(ブロック)

条件付きアクセスのイメージ

2.2. Entra ID 条件付きアクセスとは

Entra ID 条件付きアクセスは、ユーザーの状況に応じてアクセスを自動制御し、セキュリティと利便性を両立する機能です。
例えば、社外アクセス（接続IPアドレス）には多要素認証を要求し、未登録デバイスはブロック、管理者アカウントには厳格な制御を適用します。
この仕組みはEntra ID で認証・認可されるアプリやサービスに適用され、IT部門の手動管理を減らし、自動的にセキュリティを強化します。
結果として、ユーザーは安心して業務に集中でき、企業の生産性向上にもつながります。

Cloud Support Center 10
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3. 条件付きアクセスを導入するメリット・
注意点
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3.1. Entra ID 条件付きアクセスを導入するメリット

・認証の手間を減らす
リスクが低い場合は多要素認証（MFA）を省略できるた
め、毎回追加認証を行う必要がなくなり、ユーザーの負担
を軽減します。

・シングルサインオン（SSO）との連携
一度ログインすれば、TeamsやOutlookなど複数の業務ア
プリに再ログインなしでアクセス可能

・どこからでも安全にアクセス可能
条件付きアクセスにより、社外やリモートワークでも安全
に業務システムへアクセス可能

利便性の向上柔軟な働き方とセキュリティ

・働き方改革の推進
リモートワークやモバイルワークを前提にしたセキュリテ
ィ設計で、場所や時間に縛られない働き方を実現。

・ゼロトラストモデルの実現
「誰も信頼しない」を前提に、すべてのアクセスを検証す
ることで、境界防御に依存しないセキュリティを確保。

・業務継続性の確保
セキュリティ強化により、不正アクセスや情報漏えいによ
るシステム停止や業務中断のリスクを低減し、安定した業
務継続を実現します。

Entra ID 条件付きアクセスを導入すると、セキュリティを強化するだけでなく、社員のログインもよりスムーズになります。
危険なアクセスを自動で防ぎながら、普段の安全な環境では追加認証を省略できるため、業務がスムーズに進みます。
さらに、一度のログインで複数のサービスを利用できる仕組みにより、パスワード管理の手間も減ります。
こちらのスライドでは、この“安全性と利便性の両立”が企業にもたらすメリットを説明します。

12
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3.2. Entra ID 条件付きアクセス導入・運用時の注意点

前のスライドでは、Entra ID 条件付きアクセスのメリットを説明しました。
しかし、この強力な機能を導入・運用するには、適切な準備と継続的な管理が欠かせません。
ここでは、導入時および運用を安全に進めるために、事前に押さえておくべき注意点及びポイントを説明します。
フェーズ 注意点 説明 対策

導入時 影響範囲のテスト
条件付きアクセスはリアルタイムで認証を制御を行うた
め、誤った設定を本番環境に適用すると、全ユーザーが
一斉にブロックされ業務が停止する可能性があります。

導入時は、必ず「レポート専用モード」で影
響範囲を確認し、段階的適用が必須となりま
す。

導入時 依存サービスの確認

「準拠デバイス」や「脅威レベル」を条件にする場合、
IntuneやDefender for Endpointとの連携が必須となり
ます。
これらが設定されていない状態だと、ポリシーが期待通
り動作せず、本来アクセスできるはずのユーザーやデバ
イスが、設定不足のせいで誤ってブロックされるなどが
発生します。

導入時に依存サービスの構成を確認し、必要
なライセンスと設定を整えてからポリシーを
適用することが重要となります。

運用時 緊急アクセスアカウント 条件付きアクセスのポリシーは強力ですが、誤設定で管
理者も含め全員がロックアウトされる可能性があります。

除外設定をした「ブレークグラスアカウン
ト」を必ず準備し、MFAや条件付きアクセス
の影響を受けないよう準備が必要となります。

運用時 ポリシーの定期見直し
業務環境や脅威の状況は変化します。
ポリシーを更新しないと、セキュリティが弱まったり、
逆に業務に支障が出る可能性があります。

定期的にポリシーをレビューし、最新のセキ
ュリティ要件や業務状況に合わせて調整を行
うことが必須となります。

13
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4. Entra ID 条件付きアクセスの仕組み
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アクセスごとに管理者が手動で許可・拒否を判断するのは現実的ではありません。
条件付きアクセスは、ユーザーや場所、デバイス、アプリなどの条件を評価し、ポリシーに基づいて自動的に許可、ブロック、または追加
認証を行います。
この仕組みにより、すべてのアクセスを検証し、セキュリティと利便性のバランスを実現します。

4.1. Entra ID 条件付きアクセスの仕組み



・条件と制御を組み合わせて、
実際に適用されるルールを作成
するステップです。
このポリシーが、ユーザーのア
クセス時に自動的に評価・適用
されゼロトラストセキュリティ
の根幹となります。

Cloud Support Center 16

条件付きアクセスの中心となるのが「ポリシー」です。
ポリシーは、誰が、どこから、どのデバイスでアクセスするかを条件に、どのように制御するかを定義するルールです。
ポリシーを正しく活用するためには、条件と制御が不可欠です。
また、ポリシーは、一度作成し終わりではなく、業務環境やセキュリティリスクの変化に応じて定期的に更新することが重要です。
これにより、最新の脅威に対応して、業務の利便性と安全性を両立することができます。
次のスライドでは、条件と制御について説明します。

4.2. Entra ID 条件付きアクセス：ポリシーとは

・条件に該当した場合に、どのような対応を取るかを定義
するステップです。
アクセスを許可するか、追加認証を求めるか、完全にブロ
ックするかなどを設定します。

・アクセスを試みた際の状況を判定するステップです。
「誰が」「どこから」「どんな端末で」「何にアクセスし
ようとしているか」などの情報をもとに、アクセスのリス
クを判断します。

ポリシー（Policy）条件（Condition）

制御（Access Control）
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条件とは、アクセスを評価するための判断材料です。
誰が、どこから、どのデバイスで、どのアプリにアクセスするかに加え、AIによるリ
スクレベル判定も含まれます。
これらの条件を組み合わせることで、状況に応じた柔軟なアクセス制御が可能になり
ます。条件の種類について説明します。

Cloud Support Center

4.3. Entra ID 条件付きアクセス：条件とは

条件の種類 説明 例
ユーザーの属性 所属部署、役職、グループなど 営業部、管理者、グループ、ゲストユ

ーザー、GDAPロールなど
アクセス元の場所
（IPアドレス、国）

IPアドレス、国・地域、社内ネットワーク
など

社外・海外・VPN経由など

デバイスの状態 社用端末やOSの種類、Intune管理済みか、
ウイルス対策の有無など
※IntuneとDefender製品との連携が必須

社用PC、個人スマホ、ウイルス対策の
有無など

使用するアプリケー
ション

どのクラウドサービスにアクセスしようと
しているかなど

Teams、SharePoint、Exchangeなど

ログインのリスクレ
ベル

MicrosoftがAIで判定するログインの安全
性など

通常／中リスク／高リスクログインな
ど

ユーザーの動作履歴 過去のアクセス傾向や異常な動きが無いか
など

短時間で複数の国からログインなど
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4.4. Entra ID 条件付きアクセス：制御とは

制御とは、必要に応じて、追加の本人確認を求める、アクセスをブロックする、会社のルー
ルに沿った端末だけを許可するなどといった、アクセスを安全にするための仕組みです。
この仕組みにより、状況に合わせてアクセスを抑制できるため、セキュリティを強化しなが
ら、利用者に負荷を掛けず利用する事ができます。
下記に、制御についてまとめています。
制御内容 概要 制御方法

アクセスの許可/拒否 アクセスを明示的にブロックす
るか、条件を満たした場合のみ
許可する制御を行います。

・明示的なアクセス拒否
・条件付きでのアクセス許可（例：社内ネットワークからの
み許可、信頼済みIPのみ許可など）

多要素認証（MFA）の
要求

パスワードに加えて、別の認証
手段を組み合わせることで、ユ
ーザーの本人性を強化します。

・SMSコード：登録された携帯電話に送信される確認コード
・認証アプリ：Microsoft Authenticator などのアプリで生
成されるワンタイムコードや通知承認
・FIDO2 セキュリティキー：物理的なUSBキーやNFCデバイ
スによる認証
・生体認証：顔認証や指紋認証（Windows Helloなど）

準拠デバイスの要求 Intuneで管理されたデバイスや
Microsoft Entra ハイブリッド
参加済み端末など、セキュリテ
ィポリシーに準拠した端末のみ
アクセスを許可します。

・ユーザーがアクセスを試みた際、デバイスがIntuneで準拠
と判定されているかを確認
・準拠デバイスであればアクセスを許可
・準拠デバイスでなければアクセスをブロック

セッション制御（条件
付きセッション)

Defender for Cloud Appsと連
携し、セッション中の操作（ダ
ウンロード、コピー、印刷な
ど）を制限します。

・アプリ利用の制限（例：Webアクセスのみ許可）
・ファイルのダウンロード制限
・リアルタイムでの操作監視と制御
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5. 条件と制御の組み合わせ例
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Entra IDの条件付きアクセスは、設定した条件に応じて適切な制御を組み合わせることで、セキュリティと利便性のバランスを実現します。
次のスライドからは、代表的なユースケースに基づく設定例を紹介します。

Cloud Support Center

5.1. 条件と制御の組み合わせ例

No. シナリオ 重視するポイント

1 全社員の安全なログインと緊急用
アカウント対応

・社員全員に多要素認証（MFA）を適用し、パスワードだけでは突破できない仕組
みを作ります。
・ただし、緊急時に使う特別なアカウントは除外し、業務が止まらないようにしま
す。
・特例グループを活用することで、緊急対応用アカウントなど例外的なユーザーを
一括で管理でき、設定ミスや運用負荷を軽減できます。

2 社外アクセス時の本人確認と安全
対策の徹底

・社内ネットワークからのアクセスはスムーズに、社外からのアクセスはMFAを必
須にします。
・これにより、外部からの不正アクセスを防ぎつつ、社内業務の利便性は維持でき
ます。
・条件（例：非準拠デバイスなど）を満たさない場合は、アクセスを拒否します。

3 特定アプリへのアクセス管理の厳
格化

・機密性の高いアプリには、MFAに加えて「会社が管理する端末からのみアクセス
可能」という制御を設定します。
・アクセス制御はユーザー個人ではなく、グループ単位で管理することが重要です。
グループ管理により、異動や組織変更時も権限を簡単に一元管理でき、運用や監査
も効率化できます。
・ 条件を満たさないユーザーやデバイスはアクセスを拒否します。
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1. ユーザーがアプリにアクセス
2. Entra ID条件付きアクセスが「全ユーザー」を対象に
MFAを要求
3. 除外設定（特例グループに所属している場合）はMFA
をスキップ
4. 認証・制御後、アプリ利用が可能

概要
全ユーザーにMFAを適用し、特例グループ（サポート、外部パート
ナー）を除外してセキュリティと業務効率を両立します。
GDAPロールで外部サポートを委託する場合は、必要最小限の権限
を付与し、条件付きアクセスの影響を受けないよう除外設定を行う
ことが重要です。

処理フロー

ポリシー
■ユーザー：全ユーザー、特例グループ(サポート、外部パートナー)は対象
外
■ターゲットリソース：Microsoft 365全体、または主要なクラウドアプリ
（Teams、Outlook、SharePointなど）
■条件：ユーザーがアプリにアクセス、特例グループかどうか
■アクセス制御：・全ユーザーに対してMFAを適用

・特例グループはMFA適用外

5.2. シナリオ①：全社員の安全なログインと緊急用アカウント対応

注意点
※GDAPロールを持つ、外部サポートアカウントの条件付きアクセスに関する除外設定や具体的な方法については、
必ずサポートベンダーまたは営業担当にご確認ください。
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1. ユーザーが特定アプリにアクセス
2. Entra ID条件付きアクセスがアプリを判定する
3. 対象のアプリに設定したポリシーを確認
（信頼されたIPアドレスかどうか）、それに基づいた制
御が行われる
4. 認証・制御後、アプリ利用が可能

概要
社外（信頼されていないIPアドレスなど）からのアクセス時には、対
象アプリごとに設定されたポリシーに従い、追加認証（MFA）や準拠
デバイスの確認を行ってセキュリティを強化します。一方、社内ネッ
トワークからのアクセスでは、余計な認証を省き、業務の利便性を維
持します。
※今回は、信頼済みIPアドレス＝社内ネットワークIPとなります。

処理フロー

ポリシー
■ユーザー：全ユーザー
■ターゲットリソース：Microsoft 365全体、または主要なクラウドアプリ
（Teams、Outlook、SharePointなど）
■条件：アクセスIPアドレスが信頼済みIPアドレスに登録されてい無い場合
（社外・VPN外など）
■アクセス制御：
・MFA必須(多要素認証を要求) ・準拠済みデバイスのみ許可
・社内アクセス(信頼済みIPアドレス)はMFAをスキップ
・条件を満たさない場合（非準拠デバイス、MFA未実施）はアクセス拒否

5.3. シナリオ②：社外アクセス時の本人確認と安全対策の徹底



■ユーザー：営業部（Salesグループ）、または特例グループ(Managerグ
ループ)のみ
■ターゲットリソース：機密性の高い特定アプリ(Salesforce、Teams、
OneDriveなど)
■条件：対象アプリへのアクセス時

営業部（Salesグループ）かつ準拠デバイス
■アクセス制御：・MFA必須(多要素認証を要求)

・準拠デバイスのみ許可（Intune管理端末など)
・条件を満たさないユーザーやデバイスはアクセス拒否
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1. ユーザーが特定アプリ（Salesforce）にアクセス
2. Entra IDが認証を実施し、条件付きアクセスポリシー
を評価
・対象アプリかどうかを判定（ターゲットリソース）
・ユーザーがポリシーの対象か確認（スコープ）

3. 評価されたアクセスに対してポリシーが適用されポリ
シーに基づいた制御が行われる
※アクセス権を持つユーザーの場合、MFAの要求を実施、
非準拠デバイスの場合、アクセス拒否を実施
4. 認証・制御後、アプリ利用が可能

概要
機密性の高いアプリ（例：Salesforce）へのアクセスを厳格に管理す
るため、MFA（多要素認証）、準拠デバイスの確認、ユーザーグルー
プによるアクセス制御を組み合わせます。
例えば、営業部に所属する社員のみがCRM（Salesforceなど）にアク
セスできるようにし、その他のユーザーはアクセスを制限(アクセス拒
否)します。

処理フロー

ポリシー

5.4. シナリオ③：特定アプリへのアクセス管理の厳格化



5.5. 条件付きアクセスポリシー検証用:レポート専用モード
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■レポート専用モードの設定
1.Entra IDポータルにアクセス

2.[条件付きアクセス] > [新しいポリシー] から作成を行い、
ポリシー構成後、ポリシーの有効化する際に図①にあるレポ
ート専用を選択し作成
※このモードでは、ポリシーは実際には適用されず、評価の
みが行われます。

①

②

■評価結果の2種類の確認方法
1. サインインログで確認
[Entra ID] > [監査ログ] > [サインイン]
各ログの詳細に「条件付きアクセス」タブがあり、レポート専用
モードの評価結果が表示されます。
ポリシー名
評価結果（成功／失敗／ユーザーアクションが必要 など）

2. 条件付きアクセスの「分析情報とレポート」から確認
[Entra ID] > [条件付きアクセス] > [②分析情報とレポート]
ポリシーごとの影響を集計・可視化できます。
時間範囲やユーザー、アプリでフィルター可能。

条件付きアクセスのユースケースを検討した後は、いきなり本番環境にポリシーを適用するのではなく、まず「レポート専用モード」で影響をシミュレーションすることが
重要です。
このモードを使うと、実際にはアクセス制御を行わず、ポリシーの影響範囲を事前に確認できます。
ユーザーがサインインしてもブロックやMFA要求は発生せず、Entra IDが「このポリシーが有効だった場合どうなるか」を評価し、結果をログやレポートに記録します。
管理者はこれらの情報をもとに、どのユーザーやアプリが影響を受けるかを事前に把握できるため、業務停止や混乱を防ぎながら、安全にポリシーを設計し、次のステップ
（パイロットテストや段階的適用）へ進めることができます。
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6. ライセンスと制限事項



6.1. ライセンスと制限事項

条件付きアクセスは強力なセキュリティ機能ですが、利用できる機能は契約ライセンスによって大きく異なります。
ライセンスの違いを把握せずに導入を進めると、「想定通りの設定ができない」あるいは「業務に支障が出る」といった重大なトラブルにつながりかねま
せん。
Entra IDのライセンス形態は、単体契約とMicrosoft 365のプラン内包型に分かれており、それぞれ提供される機能に違いがあります。
ここでは、導入の失敗を防ぐため、ライセンスごとに利用可能な主な機能を具体的に比較します。
機能カテゴリ Entra ID Free

Microsoft 365 Business 
Basic/Standard
Microsoft 365 F3

Entra ID P1
Business Premium
Microsoft 365 E3

Entra ID P2
Microsoft 365 E5

基本的なサインイン制御 ○ ○ ○
多要素認証（MFA） ○（基本機能） ○（ポリシー制御可） ○（ポリシー制御可）
条件付きアクセス（基本） × ○ ○
準拠デバイスの要求(Intune) × ○（Intuneライセンスが必要） ○（Intuneライセンスが必要）
リスクベースの条件付きアクセス × × ○
セッション制御(Defender連携) × × ○
レポート専用モード × ○ ○

最新情報は Microsoft公式ページをご確認ください
ライセンス注意点

・ライセンスの組み合わせ：一部機能（準拠デバイス制御やセッション制御）は、IntuneやDefender for Cloud Appsなど追加ライセンスが必要です。
・ライセンスの適用範囲：ライセンスはユーザー単位で割り当てます。未割り当てユーザーにはポリシーが適用されないため、全ユーザー分のライセンスが必要です。
・機能の差異による運用影響：FreeやBusiness Basic/Standardでは条件付きアクセスは利用不可です。導入前にライセンス要件を確認することが重要です。
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6.2. ライセンスの活用例

Cloud Support Center 27

条件付きアクセスの機能はライセンスによって異なります。
ここでは、代表的なユースケースと対応するライセンスを分かりやすくまとめます。

ユースケース 推奨ポリシー例 説明 対応ライセンス

社外からのアクセス MFA要求、承認されたクライアント
アプリの利用制限

条件付きアクセスのポリシー設定はFreeでは不可。
Entra ID P1相当でMFAをポリシーとして強制可能

Entra ID P1
Business Premium
Microsoft365 E3が以上が必要

BYOD（個人端末）アクセス 準拠デバイスの要求（Intune管理端
末のみ許可）

準拠デバイス制御は条件付きアクセス＋Intune連携が必要 Entra ID P1
Business Premium
Microsoft365 E3が以上が必要
別途、Intuneライセンスが必要

クラウドアプリ利用制御 承認されたアプリのみ許可 アプリベースの条件付きアクセスはEntra ID P1相当、で利用
可能

Entra ID P1
Business Premium
Microsoft365 E3が以上が必要

オンプレアプリへのアクセス Azure AD Application Proxy経由
で条件付きアクセス適用

Application ProxyはEntra ID P1相当で、利用可能 Entra ID P1
Business Premium
Microsoft365 E3が以上が必要

機密情報へのアクセス セッション制御（ダウンロード制限、
コピー制限）

セッション制御はMicrosoft Defender for Cloud Apps連携機
能で、Entra ID P2相当が必要

Entra ID P2
Microsoft365 E5が必要

高リスクサインイン検出時 リスクベースの条件付きアクセス
（MFA強制、アクセス拒否）

リスクベース制御はEntra ID P2相当でのみ提供される高度な
機能

Entra ID P2
Microsoft365 E5が必要
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